
                                                 平成１４年１１月２６日

平成１４年度上半期報告に つ い て

　　富士生命保険株式会社（社長　川島 晋）の平成１４年度上半期（平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）

の業績は添付のとおりです。
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   （注）金額は単位未満を切り捨て、諸比率は四捨五入によって表示しております。

   

 本件に関するお問い合わせは

富士生命　経営企画部（大阪）松永・小川　 Tel 06-6261-0284  Fax 06-6261-0113

　　＊このニュースリリースは金融記者クラブ、関西金融記者クラブに配付しております。
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１１１１．．．．    主主主主要要要要業業業業績績績績

（１） 保有契約高　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円、％）

平成１４年度上半期末 平成１３年度上半期末 平成１３年度末

件  数 金  額区　　分

前年同期比 前年同期比
件  数 金  額 件  数 金  額

個 人 保 険 134 111.6 11,447 108.3 120 10,573 126 10,912

個人年金保険 3 99.6 162 98.5 3 164 3 165

団 体 保 険 － － 2,553 168.0 － 1,520 － 1,484

団体年金保険 － － － － － － － －

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約
の責任準備金を合計したものです。

　　　　　

（２） 新契約高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円）

平成１４年度上半期 平成１３年度上半期 平成１３年度

件 数
新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加

個 人 保 険 16 1,324 1,324 － 14 1,075 1,075 － 29 2,232 2,232 －

個人年金保険 0 6 6 － 0 7 7 － 0 16 16 －

団 体 保 険 － 934 934 － 48 48 － 66 66

団体年金保険 － － － － － － － － －

       （注）１．件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。 
           ２．新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

（３） 主要収支項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

区　　分 平成１４年度上半期
前年同期比

平成１３年度上半期 平成１３年度

保険料等収入 12,786 118.0 10,835 22,902

資産運用収益 509 130.9 389 890

保険金等支払金 3,852 136.6 2,820 6,639

資産運用費用 2 242.5 0 ２

（４） 総資産　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

区　　分 平成１４年度上半期末
前年同期比

平成１３年度上半期末 平成１３年度末

総 資 産 62,165 126.5 49,152 54,956
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２２２２．．．．平平平平成成成成１１１１４４４４年年年年度度度度上上上上半半半半期期期期のののの一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定資資資資産産産産のののの運運運運用用用用状状状状況況況況

（１） 運用環境

  平成１４年度上半期の日本経済は、輸出主導で緩やかな回復基調となりました。しかし７月に入ると世界経済

を巡る不透明感が増したことから、ドル安・円高の進行、株価の下落など市場の動向と合わせて景気の先行きに

対する懸念が徐々に強まりました。

  国内長期金利は運用難による債券に対する良好な需給環境の下で低下基調となりました。日本国債は格下げさ

れたものの、不透明な日米景気の先行き、量的緩和期待などを背景に、金利は徐々に低下し、長期国債流通利回

りは1.0％まで低下しました。しかし９月中旬以降は振れの大きい展開となり、中間期末は1.175％で終わりまし

た。

  株式相場は欧米株価の下落につれて下落基調となりました。５月に日経平均株価は12,000円台まで上昇しまし

たが、世界的な景気後退への懸念から反落、９月には19年ぶりに9,000円を下回り、中間期末は9,383.29円で終

わりました。

（２） 運用方針

  当社は生保事業の社会性および保険商品（負債）の特性を考慮し、安全性を優先して長期的・安定的に収益確

保を図ることを基本方針として資産運用を行っています。

  このため、債券につきましては、信用リスク軽減のため格付けの高い国内の公社債を中心としてポートフォリ

オに組入れております。

  株式の新規投資につきましては、リスク許容度の範囲を定めて、成長株を中心に運用を行っております。

  また、融資および不動産投資につきましては、引き続き運用を見合わせております。

       

（３） 運用実績の概況

  平成1４年度上半期末の総資産は、前期末比7,209百万円増加し62,165百万円となりました。

  上記運用方針に沿って、増加資産の大半を国内の長期債券を中心に運用した結果、資産運用関係収益は509百

万円、資産運用関係費用は2百万円となりました。

  上半期末の主な資産構成は、国内公社債が50,398百万円（81.1％）、株式が3,971百万円（6.4％）、現預金・

コールローンが3,554百万円（5.7％）となりました。
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３３３３．．．．資資資資産産産産運運運運用用用用のののの実実実実績績績績（（（（一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定））））

（１） 資産の構成　　　　　
                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：百万円，％）

平成１４年度上半期末 平成１３年度上半期末 平成１３年度末
区　　　分

金　額 占　率 金　額 占　率 金　額 占　率
現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 3,554 5.7 3,211 6.5 3,712 6.8
買 現 先 勘 定 ― ― ― ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ― ― ― ―
金 銭 の 信 託 ― ― ― ― ― ―
有 価 証 券 54,369 87.5 42,425 86.3 47,138 85.8
公 社 債 50,398 81.1 38,029 77.4 42,788 77.9
株 　 式 3,971 6.4 4,395 8.9 4,350 7.9
外 国 証 券 ― ― ― ― ― ―
公 社 債 ― ― ― ― ― ―
株 式 等 ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― ―
貸 付 金 1,806 2.9 1,123 2.3    1,506 2.7
不 動 産 3 0.0 4 0.0 3 0.0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 2,435 3.9 2,390 4.9 2,597 4.7
貸 倒 引 当 金 ▲ 3 ▲0.0 ▲１ ▲0.0 ▲2 ▲0.0
合 計 62,165 100.0 49,152 100.0 54,956 100.0
う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ― ― ― ―

　　　 

（２） 資産の増減　　　　
                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　　分 平成１4年度上半期 平成１3年度上半期 平成１3年度

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ ▲157 ▲1,390 ▲889
買 現 先 勘 定 ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ―
金 銭 の 信 託 ― ― ―
有 価 証 券 7,230 4,872     9,586
公 社 債 7,609 5,192 9,951
株 　 式 ▲379 ▲319 ▲364
外 国 証 券 ― ― ―
公 社 債 ― ― ―
株 式 等 ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ―
貸 付 金 299 193 576
不 動 産 ▲0 ▲0 ▲0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ―
そ の 他 ▲162 1,361 1,568
貸 倒 引 当 金 ▲0 0 ▲0
合 計 7,209 5,036 10,840

う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ―
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（３） 資産運用収益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 平成１４年度上半期 平成１３年度上半期 平成１３年度
利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 ４７４ ３７０ ８１１
預 貯 金 利 息 ０ ２ ４
有価証券利息・配当金 ４５０ ３５２ ７７１
貸 付 金 利 息 ２３ １５ ３５
不 動 産 賃 貸 料 ― ― ―
そ の 他 利 息 配 当 金 ― ０ ０

商 品 有 価 証 券 運 用 益 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 益 ― ― ―
売買目的有価証券運用益 ０ １ ２
有 価 証 券 売 却 益 ３５ １６ ７６
国 債 等 債 券 売 却 益 ３５ １６ ７６
株 式 等 売 却 益 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 益 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 益 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 収 益 ― ― ―
為 替 差 益 ― ― ―
そ の 他 運 用 収 益 ― ― ―

合　　　　　計 ５０９ ３８９ ８９０

（４） 資産運用費用　　　　　
（単位：百万円）

区　　　分 平成１４年度上半期 平成１３年度上半期 平成１３年度
支 払 利 息 １ ０ ０
商 品 有 価 証 券 運 用 損 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 損 ― ― ―
売買目的有価証券運用損 ― ― ―
有 価 証 券 売 却 損 ― ― ―
国 債 等 債 券 売 却 損 ― ― ―
株 式 等 売 却 損 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 評 価 損 ― ― ―
国 債 等 債 券 評 価 損 ― ― ―
株 式 等 評 価 損 ― ― ―
外 国 証 券 評 価 損 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 損 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 費 用 ― ― ―
為 替 差 損 ― ― ―
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ０ ― ０
貸 付 金 償 却 ― ― ―
賃貸用不動産等減価償却費 ― ― ―
そ の 他 運 用 費 用 ０ ０ １

合　　　　　計 ２ ０ ２
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（５） 売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

（６） 有価証券の時価情報（有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）
平成１４年度上半期末 平成１３年度上半期末

差　損　益 差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損
帳簿価額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 17,515 18,664 1,148 1,148 ― 11,601 12,080 479 498 19

責任準備金対応債券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他有価証 券 33,386 36,853 3,467 3,471 4 27,770 30,823 3,053 3,095 41

公 社 債 31,167 32,882 1,714 1,714 0 25,551 26,428 876 917 41

株 式 2,218 3,971 1,752 1,756 4 2,218 4,395 2,177 2,177 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の証券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

買入金銭債権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　合　　　   計　 50,901 55,517 4,615 4,620 4 39,371 42,904 3,533 3,593 60

公 社 債 48,683 51,546 2,862 2,863 0 37,152 38,508 1,355 1,416 60

株 式 2,218 3,971 1,752 1,756 4 2,218 4,395 2,177 2,177 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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                （単位：百万円）
平成１３年度末

差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 13,775 14,167 392 436 44

責任準備金対応債券 ― ― ― ― ―

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ―

その他有価証 券 30,520 33,363 2,843 2,919 76

公 社 債 28,302 29,013 710 787 76

株 式 2,218 4,350 2,132 2,132 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ―

その他の証券 ― ― ― ― ―

買入金銭債権 ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ―

　合　　　   計　 44,295 47,531 3,235 3,356 120

公 社 債 42,077 43,180 1,103 1,223 120

株 式 2,218 4,350 2,132 2,132 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ―

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ―

（注）本表には、ＣＤ（譲渡性預金）等、証券取引法上の有価証券に準じた取扱いを

     行うことが適当と認められるものを含んでおります。

 

・時価のない有価証券は保有しておりません。

（７） 金銭の信託の時価情報

      該当ありません。
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４４４４．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表
（単位：百万円，％）

平成１４年度上半期末
（平成１４年９月３０日現在）

平成１３年度上半期末
（平成１３年９月３０日現在）

平成１３年度末要約貸借対照表
（平成１４年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比

（（（（　　　　　　　　資資資資産産産産のののの部部部部　　　　　　　　））））

現 金 及 び 預 貯 金       ３，５５４ 5.7      ３，２１１     6.5       ３，７１２   6.8

有 価 証 券   ５４，３６９ 87.5    ４２，４２５    86.3     ４７，１３８  85.8

   （　　うち国 債　 ） （  ４２，３０２） （  ３０，３９６）  （  ３４，８７２）

   （　  う ち 地 方 債     　  ） （    ６，００１） （    ５，６６９） （    ５，８５８）

   （　　うち社 債　 ） （    ２，０９３） （    １，９６３） （    ２，０５７）

   （　　うち株 式　 ） （    ３，９７１） （    ４，３９５） （    ４，３５０）

貸 付 金    １，８０６ 2.9     １，１２３     2.3      １，５０６   2.7

保 険 約 款 貸 付    １，８０６ 2.9     １，１２３     2.3      １，５０６   2.7

不 動 産 及 び 動 産         ２７ 0.0          ３８     0.1           ３２    0.1

（　　うち不動産　　） （          ３） （          ４） （          ３）

代 理 店 貸 １０ 0.0          １２     0.0           １１   0.0

再 保 険 貸 １ 0.0            ― ―           ８７   0.2

そ の 他 資 産 ２，３９９ 3.9     ２，３４２     4.8      ２，４７０   4.5

貸 倒 引 当 金 ▲ ３ 0.0          ▲ １     0.0          ▲ ２   0.0

資 産 の 部 合 計 ６２，１６５ 100.0    ４９，１５２   100.0 ５４，９５６    100.0

   （単位：百万円，％）
平成１４年度上半期末

（平成１４年９月３０日現在）
平成１３年度上半期末

（平成１３年９月３０日現在）
平成１３年度末要約貸借対照表
（平成１４年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比

（（（（　　　　　　　　負負負負債債債債のののの部部部部　　　　　　　　））））

保 険 契 約 準 備 金   ４８，６７４   78.3   ３６，１００    73.4  ４２，７１５  77.7

（　うち責任準備金　） （　４７，９６１） （　３５，５１５） （ ４１，６２６）

代 理 店 借       １７３   0.3         １５６     0.3        １５９  0.3

再 保 険 借        ３９  0.1           ５６     0.1         ５９  0.1

そ の 他 負 債       ７４１  1.2         ５４９     1.1        ４１１  0.7

価 格 変 動 準 備 金        ５６  0.1          ４２     0.1         ４３  0.1

繰 延 税 金 負 債      ８７５  1.4     １，００７     2.0     ６４９  1.2

負 債 の 部 合 計 ５０，５６０   81.3   ３７，９１３    77.1 ４４，０３９  80.1

（（（（　　　　　　　　資資資資本本本本のののの部部部部　　　　　　　　））））

資 本 金 １０，０００ 16.1            ―     ―            ―     ―

利 益 剰 余 金   ▲ ６０８ ▲1.0            ―     ―            ―     ―

前 期 繰 越 損 失 （ ▲ ）   ▲ ８９９ ▲1.4            ―     ―            ―     ―

半 期 収 支 残 高      ２９０ 0.5            ―     ―            ―     ―

株 式 等 評 価 差 額 金  ２，２１３ 3.6            ―     ―            ―     ―

資 本 の 部 合 計 １１，６０５ 18.7            ―     ―            ―     ―

負 債 及 び 資 本 の 部 合 計 ６２，１６５ 100.0            ―     ―            ―     ―

資 本 金            ―     ―     １０，０００    20.3    １０，０００  18.2

欠    損    金 （ ▲ ）            ―     ―       ▲ ７１０   ▲1.4      ▲ ８９９  ▲1.6

前 期 繰 越 損 失 （ ▲ ）            ―     ―       ▲ ９８７   ▲2.0      ▲ ９８７ ▲1.8

半 期 収 支 残 高            ―     ―          ２７６     0.6         ８８ 0.2

評 価 差 額 金            ―     ―       １，９４９     4.0    １，８１５    3.3

資 本 の 部 合 計            ―     ―     １１，２３９    22.9  １０，９１６   19.9

負 債 及 び 資 本 の 部 合 計            ―     ―     ４９，１５２   100.0  ５４，９５６    100.0

（注）平成１３年度末要約貸借対照表の半期収支残高は当期利益を示しております。
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５５５５．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書

   （単位：百万円，％）

平成１４年度上半期

平成１４年４月１日から

平成１４年９月３０日まで

平成１３年度上半期

平成１３年４月１日から

平成１３年９月３０日まで

平成１３年度要約損益計算書

平成１３年４月１日から

平成１４年３月３１日まで

期　別

科　目
金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比

経 常 収 益      １３，６７２ 100.0      １１，４９９ 100.0 ２４，０２６ 100.0

保 険 料 等 収 入      １２，７８６ 93.5      １０，８３５ 94.2 ２２，９０２ 95.3

( う ち 保 険 料 ）  （ １２，７６４） （ １０，８３１） （ ２２，８１０）

資 産 運 用 収 益           ５０９     3.7           ３８９     3.4 ８９０  3.7

（うち利息及び配当金等収入） （ ４７４） （ ３７０） （ ８１１）

（うち売買目的有価証券運用益） （ ０） （ １） （ ２）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） （ ３５） （ １６） （ ７６）

そ の 他 経 常 収 益           ３７５   2.7           ２７４     2.4 ２３３  1.0

経 常 費 用      １２，９７３ 94.9      １１，０２１    95.8 ２４，１００  100.3

保 険 金 等 支 払 金        ３，８５２  28.2       ２，８２０    24.5 ６，６３９  27.6

（ う ち 保 険 金 ） （ １，２８３） （ ８１７） （ １，９６５）

（ う ち 年 金 ） （ １５） （ １） （ ２６）

（ う ち 給 付 金 ） （ ３８２） （ ３７６） （ ８２４）

（ う ち 解 約 返 戻 金  ） （ ２，０３８） （ １，４９７） （ ３，５５１）

（ う ち そ の 他 返 戻 金  ） （ １２） （ １４） （ ３０）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額       ６，３３４  46.3       ５，４１４    47.1 １１，８１１  49.2

（うち責任準備金繰入額） （ ６，３３４） （ ５，４１４） （ １１，５２５）

資 産 運 用 費 用              ２  0.0             ０     0.0 ２  0.0

事 業 費       ２，５３５ 18.5       ２，４６５    21.4 ５，０５７ 21.0

そ の 他 経 常 費 用          ２４９ 1.8          ３２０     2.8 ５８９ 2.5

経 常 収 支 残 高          ６９８ 5.1          ４７７     4.2 ＊１    ▲ ７３  ▲0.3

特 別 利 益            ― ―             ０     0.0 ― ―

特 別 損 失            １３  0.1            １０     0.1 １１  0.0

税 引 前 半 期 収 支 残 高          ６８５ 5.0          ４６７     4.1 ＊２  ▲ １７９ ▲0.7

法 人 税 及 び 住 民 税          ３９４ 2.9          １９１    1.7 １３    0.1

法 人 税 等 調 整 額            ― ―            ― ― ▲ ２８１  ▲1.2

半 期 収 支 残 高          ２９０  2.1          ２７６     2.4 ＊３      ８８ 0.4

　（注）　＊１　平成13年度決算の経常損失（▲）
　　　　　＊２　平成13年度決算の税引前当期損失（▲）
　　　　　＊３　平成13年度決算の当期利益
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　　　　　　半期報告貸借対照表及び半期報告損益計算書作成の基本となる事項
平成１４年度上半期

１．有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権勘定のうち有価証券に準じるもの及び金銭の信託において信託財産として運用している有価証

券を含む）の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については移動平均法に

よる償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては、9月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は

移動平均法）、時価のないものについては、取得差額が金利調整差額と認められる公社債については移動平均法による償却原価法（定額法

）、それ以外の有価証券については移動平均法による原価法によっております。

なお、その他有価証券の評価差額については、全部資本直入法により処理しております。

２．不動産及び動産の減価償却の方法

不動産・動産の減価償却は、定率法により年間見積額を期間により按分し計上しております。

３．自社利用のソフトウエアの減価償却の方法

その他資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法により行っております。

４．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準を準用して個別に見積った回収不能見込額を計上しております。破産、民事再

生法等、法的・形式的な経営破綻に陥っている債務者（以下「破綻先」という）に対する債権および実質的に経営破綻に陥っている債務者

（以下「実質破綻先」という）に対する債権については、債権額から担保の回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。

(2)価格変動準備金

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

5．ヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法は、「金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会  平成11年1月22日）に従い、外貨建預金につ

いては為替の振当処理を行っております。

6．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費等の費用は税抜方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上の上5年間で均等償却しておりま

すが当上半期の償却額は、年間見積額を期間により按分し計上しております。

また、繰延消費税等以外のものについては、費用処理しております。

7．責任準備金の積立方法

責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については保険業法施行規則第69条第４項第４号の規定に基

づいて、5年チルメル式または平準純保険料式により計算しております。

（追加情報）

商法施行規則（平成14年法務省令第22号）の制定により、当上半期末における上半期報告貸借対照表の資本の部については、商法施行規

則に準じて作成しております。

注注注注記記記記事事事事項項項項

（貸借対照表関係）
平成１４年度上半期末

１．  不動産及び動産の減価償却累計額は80百万円であります。

２．  担保に供されている資産の額は191百万円であります。なお、担保付き債務の額はありません。

３．  貸付金のうち破綻先債権額は0百万円であります。なお、貸付金のうち、延滞債権、3カ月以上延滞債権および貸付条件緩和債権の額はあ

りません。

（損益計算書関係）
平成１４年度上半期

１．  当上半期報告における税金費用については、簡便法による税効果会計を適用しているため、法人税等調整額は、法人税及び住民税に含めて計

上しております。

２．   契約者配当準備金繰入額を計算していないため、当半期損益計算における収益と費用の差額は、半期収支残高として示しております。
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６６６６．．．．経経経経常常常常収収収収支支支支残高残高残高残高等等等等のののの明細明細明細明細（（（（基基基基礎礎礎礎利利利利益益益益））））

　（単位：百万円）

平成１４年度上半期 平成１３年度上半期 平成１３年度

基礎利益　　　　　　　　　　Ａ ７７７ ５６８ ６０２

キャピタル収益 ３５ １８ ７８

金銭の信託運用益 ― ― ―

売買目的有価証券運用益 ０ １ ２

有価証券売却益 ３５ １６ ７６

金融派生商品収益 ― ― ―

為替差益 ― ― ―

その他キャピタル収益 ― ― ―

キャピタル費用 ― ― ―

金銭の信託運用損 ― ― ―

売買目的有価証券運用損 ― ― ―

有価証券売却損 ― ― ―

有価証券評価損 ― ― ―

金融派生商品費用 ― ― ―

為替差損 ― ― ―

その他キャピタル費用 ― ― ―

キャピタル損益　　　　　　　　　Ｂ ３５ １８ ７８

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ ８１３ ５８６ ６８０

臨時収益 ― ― ―

再保険収入 ― ― ―

危険準備金戻入額 ― ― ―

その他臨時収益 ― ― ―

臨時費用 １１４ １０８ ７５４

再保険料 ― ― ―

危険準備金繰入額 １１４ １０８ １４１

個別貸倒引当金繰入額 ０ ― ０

特定海外債権引当勘定繰入額 ― ― ―

貸付金償却 ― ― ―

その他臨時費用 ― ― ＊１      ６１１

臨時損益　　　　　　　　　　　　Ｃ ▲１１４ ▲１０８ ▲７５４

経常収支残高　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ         ６９８ ４７７ ＊２      ▲７３

    （注） ＊１ 「その他臨時費用」の内訳は、責任準備金積増差額 611百万円であります。

＊ ２　平成１３年度決算の経常損失（▲）
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７７７７．．．．債債債債務務務務者者者者区区区区分分分分にににによよよよるるるる債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

（単位：百万円，％）

区　　　　分 平成１４年度上半期末 平成１３年度上半期末 平成１３年度末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ０ ― ―

危険債権 ― ― ―

要管理債権 ― ― ―

小計
（対合計比）

０
（　　　０．０　）

―
（　　　　　―　）

―
（　　　　　―　）

  正常債権 １，８２２ １，１３２ １，５２０

合計 １，８２２ １，１３２ １，５２０

（注）１． 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債
     務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。

     ２． 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債
          権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権をいいます。

３． 要管理債権とは、3ヵ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金をいいます。なお、3ヵ月以上延滞貸付金とは、元本
    又は利息の支払が、約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権を除く。）
    をいい、条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶
    予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に掲げる債権並
    びに3カ月以上延滞貸付金を除く。）をいいます。

     ４． 正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権以外
          のものに区分される債権をいいます。　

８８８８．．．．リリリリススススクククク管管管管理理理理債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

                                                         （単位：百万円，％）

区　　分 平成１４年度上半期末 平成１３年度上半期末 平成１３年度末

破綻先債権額 ０ ― ―

延滞債権額 ― ― ―

３ヵ月以上延滞債権額 ― ― ―

貸付条件緩和債権額 ― ― ―

合計 ０ ― ―

（貸付残高に対する比率） （　　　０．０） （　　　　― ） （　　　　― ）

（注）１． 破綻先債権は、元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本または利息の
         取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（未収利息不計上貸付金）のうち、
         会社更生法、民事再生法、破産法、商法等による手続き申立てにより法的倒産となった債務者、または手形交換
         所の取引停止処分を受けた債務者、あるいは、海外の法律により上記に準ずる法律上の手続き申立てがあった債
         務者に対する貸付金です。
２． 延滞債権は、未収利息不計上貸付金であって、上記破綻先債権及び債務者の経営再建または支援を図ることを目

          的として利息の支払を猶予したもの以外の貸付金です。
３． 3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延しているもので、破綻先債

 権、延滞債権に該当しない貸付金です。
     ４．  貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元
          本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権および3ヵ
         月以上延滞債権に該当しない貸付金です。
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９９９９．．．．ソソソソルベルベルベルベンンンンシシシシーーーー・・・・ママママージージージージンンンン比比比比率率率率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　　目
平成１４年度
上半期末

平成１３年度
上半期末

平成１３年度末

ソルベンシー・マージン総額　（Ａ） 17,894 16,094 16,609

資本の部合計 9,330 9,220 9,100

価格変動準備金 56 42 43

危険準備金 1,103 955 988

一般貸倒引当金 － － －
その他有価証券の評価差額×９０％
（マイナスの場合１００％） 3,120 2,748 2,559

土地の含み損益×８５％
（マイナスの場合１００％） － － －

負債性資本調達手段等 － － －

控除項目 － － －

その他 4,283 3,126 3,916

リスクの合計額　 R1
2＋(R2＋R3)2 ＋Ｒ4（Ｂ） 1,244 1,112 1,150

保険リスク相当額　　　　　Ｒ1 1,013 881 906

予定利率リスク相当額　　　Ｒ2 68 57 62

資産運用リスク相当額　　　Ｒ3 566 545 567

経営管理リスク相当額　　　Ｒ4 49 44 46

ソルベンシー・マージン比率
　　　　　　　 （Ａ）
　　　　 （１／２）×（Ｂ）

　

 2,875.2％

　

2,893.2％

　

2,888.4％

（注）１．上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条、第１６１条、第１６２条及び
　　　　　第１９０条、平成８年大蔵省告示第 50号の規定に基づいて算出しております。
       ２．「資本の部合計」は、貸借対照表の「資本の部合計」から、株式等評価差額金を控除
           した額を記載しております。なお、上半期末においては前事業年度の翌期配当所要額
           の２分の１も控除しております。

１１１１００００．．．．特特特特別別別別勘勘勘勘定定定定資資資資産産産産残残残残高高高高のののの状状状状況況況況

　　該当ありません。

以   上

×１００
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